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※環境により変動します。

高速電力線搬送通信装置高速電力線通信とは？ 製品ラインアップ HD-PLC™

HD-PLC™（High Difinition Power Line Communication）規格とは、パナソニックが開発した
電力線をはじめとする各種線材において高周波信号を重畳し通信を行なう方式です。

電力線

重なり合った電気信号と情報信号を
２つの波に分けて取り出す

これまでの複雑な配線 高速電力線通信にすれば

交流・直流などの電力線以外でも、同軸線や
ツイストペア線などで利用可能！
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宅内LAN配線が不要

Ethernet

分電盤

複数のターミナル(子機)を中継しながら電力線を使って通信ができるため、
配線長が長い工場やビルなどでもネットワークの構築が可能です。

●高速電力線通信の概要

第3世代に対し、帯域を2段階(×1/2,×1/4)に縮小
することで、最大約2倍の距離の通信が可能となり、
更に帯域を拡張することで高速化に対応。

●Multi hop技術
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項目 第4世代
規格 HD-PLC方式 
IP通信規格 IPv4/IPv6（IPv6はOption）
周波数帯域 2 - 28MHz 
伝送速度 240Mbps （MAX PHY rate）
最大通信距離 2000m （通信環境により変化します）
セキュリティ AES-128bit 
ホッピング機能 有（最大10段） 
最大接続ノード数 1024ノード 
PoEによる電源供給 48V/15.4W(Option)
I/F Ethernet（10M/100M）×1
 RS485/UART ×1
 DI ×2 (Option)
 DO ×2 (Option）
使用温度範囲 ‒20 - 60℃ 
電源電圧 AC100 - 240V（単相/三相）  

第3世代
HD-PLC方式 
IPv4/IPv6
2 - 28MHz 
240Mbps (MAX PHY rate) 
2000m （通信環境により変化します）
AES-128bit 
有（最大10段） 
1024ノード 
48V/15.4W(Option)
Ethernet（10M/100M）×1
RS485/UART ×1
同軸 ×1 (Option)
-
0 - 50℃ 
AC100 - 240V（単相/三相）  
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通信制御モジュール

通信アダプタ（電力線版）
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通信アダプタ（同軸線・専用線版）
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通信アダプタ（PoE機能版）
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通信アダプタ（電力線版）
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通信アダプタ（PoE機能版）
VPLC-4000/PoE
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 ※製品の仕様及び外観は、改良のため予告無く変更することがあります。 

■ 第４世代の製品をラインアップ
■ 容易に設備の各種制御デバイスのIP化を実現可能
■ 高速通信を実現(実効通信レート30Mbps)
■ ON/OFF入出力信号を直接制御可能
■ 高い耐ノイズ性
■ 長期供給(5年以上)可能
■ 通信モジュールでの提供も可能



●高速電力線通信の利用可能範囲
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電波法の2021年の規制緩和により、鋼船でも電力線
を使った通信が可能になりました。
無線LANや有線LANを新しく構築しなくても、無線間
LANアクセスポイントや監視カメラの設置、パソコン
通信、電気室や機械室の各種設備の稼働状況管理やト
ラブル監視などが行えるようになりました。

地下施設など、コンクリート壁に囲まれて無線LANの
電波が届きにくい場所でも、既存の電力線を利用する
ことで、簡単にアクセスポイントを増設できます。

電波法の2021年の規制緩和により、600V以下の三相
交流でも、電力線を使った通信が可能になりました。
生産設備の稼働状況管理やトラブル監視などが、設備
管理用ネットワーク配線の新設無しで構築でき、大が
かりな工事をすることなく、生産効率を上げることが
できます。

防犯灯用や街灯用など、既存の電力線を活用して、
LAN配線などの手間をかけずに、手軽に監視カメラを
設置できます。

建設現場など、仮設での監視カメラ設置や無線LAN環
境整備において、面倒な縦幹線のLAN配線が不要。
電力線を利用することで、電力の供給とネットワーク
インフラの構築が同時にできます。

●高速電力線通信の活用分野
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